
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

平成２０年２月２８日 製品安全課 

商品名等 

（電気用品名等） 

ヒートポンプ式電気給湯機（自然冷媒ヒートポンプ式電気給湯

器） 

 

 

１ 当該商品等の概要 

 

○用途、機能、性能 

 本製品は、二酸化炭素を冷媒とするヒートポンプ式の貯湯器であり、電熱装置は

備えていない。 

 一般家庭用のものであり、貯湯した温水は、台所、浴室等に用いられる。 

 

○構造、仕様、意匠 

 台所、浴室等から、リモコンによって温度制御等ができる。 

 定 格：２００Ｖ、５０－６０Ｈｚ、１.２４５ｋＷ 

 

○主な使用者、販売先 

一般家庭用 

 

２ 対象・非対象の解釈 

  

 電気用品安全法上は、非対象として取り扱う。 

 

（理由） 

 本製品は、ヒートポンプ式貯湯器であって、電熱装置を用いていないことから、

「電気温水器」に該当せず、非対象として取り扱うことが妥当と判断する。 

 

 


